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巻頭言

胸腹部大動脈壇または胸部下行大動脈癌に対する人工血管置換術は､極めて侵襲度の高

い手術であり､術後に腎不全､肺炎､出血､ARDS､下肢麻療 (対麻痩)などの種々合併症

を引き起こす｡特に大血管手術後の対麻痔は､術後死亡率を増加 させることが明らかとな

り､その予防策の確立が急務 となっている｡下肢運動麻痔を防ぐには､術中の外科的手技

のみならず手術に伴 う補助手段を駆使 して､外科医と麻酔科医が協調 して事に当たらなけ

ればならないO術後対麻疫の合併症に関する最近の報告では 2.3-ll.9%と以前に比べると

改善 されている｡その成果には､術前からのアダムキュー ビッツ動脈の同定と手術手技の

決定､術中低体温､積極的な肋間 ･腰動脈再建､脳脊髄液 ドレナージ､大動脈遠位部潅流

などの補助手段および術中脊髄機能モニタリング法の進歩によるところが大きい｡

脊髄虚血による障害は､虚血侵襲により起こる様々な変化 (神経伝達物質放出､電気生

理学的変化､分子生物学的変化など)がダイナ ミックに起こり､さらに周術期の様々な因

チ (体温､血糖､血圧､脳脊髄液圧､麻薬など)がそれを複雑に修飾 し､その予後を決定

している｡以前に行ったわれわれの研究結果からも､脊髄虚血時間､血圧 (側副血行路に

閑わる)､体温およびオピオイ ド受容体刺激が､その予後に関与 している可能性を示唆 した｡

特に､麻酔科医が関与 し､麻酔科医が調節できるオピオイ ド (麻薬)による虚血性脊髄障

害に対する増悪効果は､その機序をはじめとしその対策に関 しても検討が必要であると思

われる｡

今回の一連の研究では､虚血性脊髄障害に関与 しているオピオイ ド受容体は､ 〃受容体

と∂受容体であることが判明した｡ これは､臨床現場において今後使用すべき麻薬性鎮痛

薬 として､ 〟受容体刺激薬や ∂受容体刺激薬ではなく､主として FC受容体刺激薬を選択す

べきであるとい う示唆に富む研究結果である｡ さらに､オピオイ ドによる虚血性脊髄障害

増悪に拍車をかける因子として､ATP依存型 Kチャンネル開口薬の効果を指摘 したことも

注目に値する結果であった｡

このような一連の研究結果が､将来的に脊髄障害の予防に繋がる医療の構築に少 しでも

役立てば､研究者 としての責務を果た したといえるのではないだろ うか｡

平成 19年 5月
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